
GEKKAN-MUSHI No. 613, Mar. 2022

2

　筆者らのうち境と日下部は，対馬で日本未記録のイ
トトンボ類を採集した。尾園と二橋が検討した結果，
モノサシトンボ科グンバイトンボ属の1種 Platycnemis 
phyllopoda Djakonov, 1926（和名：チョウセングンバ
イトンボ , 津田 , 2000）であることを確認したので報告
する。

　発見の経緯
　境と日下部は，2021年7月26日に対馬市上県町で木
漏れ日が差す沢沿いの道路を緩やかに飛翔するグンバ
イトンボPlatycnemis sasakii Asahina, 1949 ♂と類似し
たイトトンボ類を発見した（図 1）。♂に混じって♀も
数個体見られたが，その中にグンバイトンボと異なり
脚と頭部背面が赤い個体が見いだされた。その個体に
違和感を持った境は，生態写真と共にその♀の頭部お
よび腹部末端を含む数点の標本画像を尾園へ送り，見
解を求めた。
　尾園と二橋が写真を検討した結果，チョウセングン
バイトンボの可能性が高いと判断した。また，採集さ
れた標本2♂2♀について二橋がDNA解析を行った結
果，チョウセングンバイトンボと同定された。さらに
周辺地域を探索したところ，上県町と上対馬町にかけ
ての5ヵ所で確認され，幼虫や未成熟個体も見られた
ことから，対馬に定着している可能性が高いと判断さ
れた。グンバイトンボ属 Platycnemisはユーラシア大陸
を中心に12種が知られており（Paulson et al., 2021），
チョウセングンバイトンボはこれまでに朝鮮半島，中
国および極東ロシアに分布することが知られていたが
（津田，2000），日本国内からの発見はこれが初めてと
なる。

　採集記録（長崎県および境採集は省略）
　［対馬市上県町A］2♂2♀，26. VII. 2021；2♂2♀，
26. VII. 2021，日下部採集；1♂1♀・幼虫3exs.，4. 
VIII. 2021；幼虫1♀，7. VIII. 2021
　［対馬市上県町B］2♂2♀，18. VIII. 2021
　［対馬市上対馬町A］1♂，28. VIII. 2021
　［対馬市上対馬町B］1♂1♀，28. VIII. 2021；2♂1♀，
22. IX. 2021
　［対馬市上対馬町C］2♂，4. IX. 2021

　形態の記載
　♂：全長30 ～ 36mm，腹長24 ～ 30mm，後翅長15
～ 19mm。
　♀ ：全長31 ～ 37mm，腹長25 ～ 29mm，後翅長17
～ 21mm。
　中国や朝鮮半島産と比べて大きさに有意な差は認め
られなかった。一方，国内においてはグンバイトンボ
に似るが，大きさは一回り小型。グンバイトンボとの
区別点として，雌雄ともに腹部第10節が黒色で，頭部
の後頭条が左右に分かれる点が挙げられる（図 1，2）。
未成熟♀は，グンバイトンボと異なり頭部前額周辺や
脚の橙色味が強い（図 1）。また，グンバイトンボと比
較すると，胸部肩縫線の黒条内に淡色線が入る個体が
多く（図 1，2），♂尾部付属器は下付属器の方が明ら
かに長く，下方へやや湾曲する（図 3）。

　幼虫
　幼虫は体長15 ～ 17 mm。グンバイトンボに酷似す
るが，明瞭な側棘は第8～ 9腹節にのみ存在する（グ
ンバイトンボは，第7腹節の側棘も明瞭）。本州の一
部に生息する同属のアマゴイルリトンボPlatycnemis 
echigoana Asahina, 1955とは，頭部後頭角に小突起が
ない点でも区別できる（図 4）。
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図1. チョウセングンバイトンボ成虫の標本写真（境採集）（A-B：♂，対馬市上県町A，4. VIII. 2021；C-D：♀，対馬市上県町A，4. 
VIII. 2021）

図2. チョウセングンバイトンボ頭部周辺の拡大写真（A：♂，B：♀，C：未成熟♀）　図3. チョウセングンバイトンボ尾部の拡大写
真（A：♂，B：♀）
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　DNA 解析
　二橋は，対馬市上県町で2021年7月26日に採集され
た2♂2♀に関して，Futahashi and Sasamoto (2012)と
同様な手法で核DNA（ITS1, ITS2領域）およびミトコ
ンドリアDNA（16SrRNA, COI領域）を解析した（ア
クセッション番号：LC667357-LC667368）。その結果，
チョウセングンバイトンボと同種と判断された（図 5）。

　生息環境
　韓国や中国では，緩やかな流れに主に生息すること
が知られているが，対馬における生息環境は，谷筋を
流れる細い渓流および樹林に囲まれた止水域であった
（図 6）。

図4. チョウセングンバイトンボ幼虫の標本写真（境採集）
（対馬市上県町A，4. VIII. 2021）

図5. 核DNA（ITS1領域～ ITS2領域）およびミトコンドリアDNA（16SrRNA領域とCOI領域）を基にしたモノサシトンボ科の系統
樹 . 対馬で採集された個体を赤で示した
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　発生期および生態
　成虫は，韓国では6～ 8月を中心に5 ～ 9月に発生
すると報告されている（Cho, 2019; Kim et al., 2020）。
対馬では，7月から8月にかけては成熟個体が多く，交
尾・産卵が確認された（図 7，8）。また，8月に入って
羽化する個体も確認された（図 7C）。8月下旬には個体

数が減少し，9月下旬には少数の個体が確認されたのみ
であった。
　天敵として，クモの巣に捕らえられた個体を確認し
た（図 8C）。また，発見地の道路沿いでキイロスズメ
バチとアシナガバチの一種が♂個体を狩ろうとする行
動を何度か目撃した。産卵は常に連結した状態で行わ

図6. 生息環境（A: 上県町A，B: 上対馬町C）

図7. チョウセングンバイトンボ生態写真（境撮影）（A：成熟♂，対馬市上県町A，26. VIII. 2021；B：成熟♀，対馬市上県町B，18. 
VIII. 2021；C：羽化直後♂，対馬市上県町A，7. VIII. 2021；D：未成熟♀，対馬市上県町A，26. VIII. 2021）
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れ，水草などの植物がまったく生えていない環境の中
では，細い流木や水面に浮遊している木屑の組織内
に産み付けている様子が観察された（図 8B，動画は
YouTube「チョウセングンバイトンボ」参照）。産卵場
所周辺で幼虫も確認された（図 8D）。なお，発生地で
はクロイトトンボCercion calamorumとシオカラトンボ
Orthetrum albistylumの2種が見られた。

　考察
　境と日下部の調査により，内陸部の河川で羽化直後
の個体を含む多くの成虫や，さらには幼虫も複数得ら
れていること，本種を含むこのグループで移動性の強
い種類は知られていないことなどから，対馬が大陸と
地続きだった時代から分布していた在来種である可能
性が高く，対馬の生物地理を考えるうえでも貴重な発
見となった。一方で，これほど顕著な種がこれまで発
見されずにいたことには，驚きを隠せない。なお，対
馬市峰町でも数年前に屋内でグンバイトンボが確認さ
れたという情報があり，本種であった可能性が考えら

れる。対馬からはモノサシトンボ科のトンボは，他に
対馬南部の厳原町で1968年8月に浦田明夫氏によって
モノサシトンボが1♂採集されたのみである（Asahina, 
1970：標本は国立科学博物館に現存）。
　国内では対馬にのみ定着するトンボとして，他に
タイワンシオヤトンボOrthetrum internum McLachlan, 
1894が知られているが（尾園ら，2021），タイワンシ
オヤトンボの発生時期が春から初夏に限られること，
発生地が休耕田などの湿地であることから，チョウセ
ングンバイトンボの発生期や発生地とは異なっており，
発見に至らなかったものと考えられる。今回，境と日
下部の現地調査によって複数の発生地が発見された
が，生息域は現段階では対馬北部の狭い範囲に限られ
ている。朝鮮半島では広く分布し比較的普通に見られ
る種であることが知られており（Cho, 2019; Kim et al., 
2020），対馬全域における仔細な分布状況についてはこ
れからの調査が待たれるところである。一方で，グン
バイトンボ属の特性からしても，採集圧が個体群の衰
退に直接結びつくことが懸念されるため，保全の観点

図8. チョウセングンバイトンボ生態写真（境撮影）（A：交尾，対馬市上対馬町B，28. VIII. 2021；B：連結産卵，対馬市上県町A，4. 
VIII. 2021；C：クモに捕食される♂，対馬市上県町A，4. VIII. 2021；D：幼虫♀，対馬市上県町A，7. VIII. 2021）
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から本発表では詳細な地名の公表は控えることとする。
　末筆ながら，今回の発表にあたり有益なコメントを
いただいた苅部治紀，喜多英人の両氏に厚く御礼申し
上げる。
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●日本産のフユシャク 35 種 503 頭（♂ 384 頭，♀ 119 頭）の標本を，14 カラー
プレートに図示（♂は原寸大，♀は 1.3 ～ 1.5 倍に拡大）しており，地域変
異や個体変異などがひと目で分かる。

●♂，♀，交尾個体，卵，幼虫など，全種について多数の美しい生態写真を掲載。
●解説は採集難易度（♂，♀，交尾ペアをそれぞれ別に評価），分布，寄主植物，
幼虫，出現時期，配偶行動，産卵習性，交尾ペアの採り方，採集例など，フ
ユシャクの魅力を詳しく紹介。

●解説の後半は，著者二人の長年にわたるフユシャクにかける熱い，熱い，熱
すぎる，尋常ならざる思いのたけを洗いざらいぶちまけた，すさまじいエッ
セイ集。

●巻末には，著者（中島氏）の 55 年におよぶフユシャクの全調査データ（日時，
場所，採集種）と，１090 の交尾ペアの採集データを掲載。
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